
10 11

C
o

lum
n

変わる!! 高校入試

　2020年度から小学校を皮切りに実施される新学習

指導要領を受けて，英語教育は大きく変わります。これ

を受けて，高校入試もすでに変化し始めています。これ

からの高校入試に必要なのは，どういった力でしょうか。

　新学習指導要領では，英語の5つの領域「聞くこ

と」「読むこと」「書くこと」「話すこと［やり取り］」「話すこ

と［発表］」を総合的に育成することが求められています。

これを受けて，高校入試においてもこれまでほとんど

行われなかった「話す」力を測る問題が出題されるなど，

英語の5つの領域を評価する方向に変化しつつあります。

　例えば東京都では，2022年度入学の試験から新た

に「英語スピーキングテスト」の導入が予定されています。

また大阪府では, 2017年度入学の入試から，スピーキ

ングテストのある民間の資格・検定試験のスコアや級な

どを入試の英語の得点に換算する制度が始まっています。

　「書く」力を図る設問においては，「論理的思考力」が

求められる問題が増加傾向にあります。

　例えば2019年度の埼玉県公立高校入試（学校選択

問題）では，「次の情報リテラシーについての英文を読

んで，あなたの考えを英語で書きなさい」というように，

時事的な内容について自分の考えをまとめて書く英作

文の問題が出題されました。

　従来から出題されているリーディング問題にも，変

化が見られます。近年は300～700語程度の長文読

解問題が出題されており，英文を読む分量は増加傾向

にあります。 

　また従来多かった学校生活や家庭生活などの日常

的な話題に関するものだけでなく，社会問題や科学を

題材としたグラフを含む読み取り問題も出題されていま

す。 設問は，文法的な知識そのものを問う設問はほと

んどなく,英文の内容把握を問うものが主流です。限ら

れた時間の中で大量の長文を読み解き，こうした設問

に答えるには，目的に応じて読み方を工夫し，多くの

情報を短時間で処理する力が必要になります。

　こういった高校入試の改革は，中学校の英語教育の

現場で5つの領域をバランスよく育成し，実際のコミュニ

ケーションの場面で活用できる英語力の習得を促すこ

とがねらいであると言えるでしょう。高校入試は，今後

もさらに変化していくことが予想されます。引き続き傾

向の変化を注視することが必要です。

5つの領域を評価

自分の考えを表現する問題の増加

目的に応じた「読む」力の必要性

これから求められること

Q3
扱う英文の量が増えて，
中学生がきちんと

理解できるか心配です。

最近は高校入試でも
英文を読む量が
増えているけど

どう対策すればいい？

教科書の
リーディング教材は
時間がかかるから

十分に取り組めていない…
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目的に応じて読む力を鍛える教材を用意しました。

これからは「高速処理」を
 して読む力を育てることが
求められます。
敬愛大学教授 / 元 文部科学省教科調査官
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Daily  Life
● 実社会に即した具体的な場面が設定された題材を用意しました。

　リーディングをする方法には，主に次の3つがあります。

① スキャニング（scanning）：広告，パンフレット，電子メー

ルなどから自分が必要とする情報を得る。

② スキミング（skimming）：説明や物語などを読んで概

要（＝全体像）や要点（＝主要な情報）を把握する。

③ 詳細理解（reading in detail）：説明などを読んで要点

や細部の情報を把握する。

　どの読み方をするかは，例えば，話題について様々な

考え方があることを知るためにスキミングするというよう

に，読む目的（＝何ができるようになるために読むのか）

によって決まってきます。新課程の中学校では扱う英文の

量が従来よりも増えることが予想されますが，特にリーディ

ングにおいて重要になってくるのは，多量の英文からでき

るだけ短い時間で必要な情報や概要，要点を把握するこ

と，つまり「高速処理」する力です。この力は，高校入試

においてもキーとなります。

　“わかりやすい授業”をしなければならないという気持ち

にとらわれるあまり，つい一文ずつ和訳したり，日本語で長

い説明をしたりしがちになります。しかし，そのような指導

ばかり続けていると，全て日本語に置き換えないと気が済

まない生徒を生み出す結果につながります。情報や考えな

どを目的に応じて短時間で収集することが求められるこれか

らの時代では，リーディング（やリスニング）において未知の

語に出会っても，そこで止まってしまわずに，前後の文脈から

意味を推測して読み（聞き）続けていく力が重要になります。

　このことを教師・生徒双方が理解した上で，特に中学

校段階では，詳細に理解を求める場面はできるだけ限定

することが望ましいでしょう。話題は何か，筆者が最も伝

えたいことは何か，それについてどのような補足をしてい

るか，つまり，概要や要点の把握からスタートし，多量

の英文をダイナミックに処理できるようになることを目指

しましょう。

リーディングをする上で大切な力 「高速処理」できる力を育成するためのポイント

「読む目的」 「高速処理」 「意味を推測する力」
キーワードは…

　　　　　　 にお任せください

3年  p.64 Daily Life 3

必要な情報を読み取る
（スキャニング）設問
広告，パンフレット，ポスター
などから，自分が必要な情報
を読み取る力を養う課題を設
定しました。

読み方のコツ（TIPS）を解説
題材や目的に応じた読み方を紹介しました。
・要点と詳細,事実と感想
・図表やグラフ など

【 実生活でも役立つ 】

Let’s  Read
● まとまった分量の英文を読み，目的に応じて読む力を高められる教材を用意しました。
● 物語から今日的な課題まで豊富な題材を,さまざまなテキストタイプで掲載しています。

文章全体を読んで要点を
捉える（スキミング）設問
まとまった分量の文章を読む時に
必要になる，話の要点を把握する
力を育成する課題を設定しました。

読んだ内容について
考える設問
発展的な活動として，自分の気
持ちや考えを表現する力の育成
につながる問いを設けました。

3年  p.101  Let’s Read 3

【 考えを深める 】


